









大 阪 大 学 看 護 学 雑VoI.8No.1(2002)
巻 頭 言
看 護 と エ ビ デ ン ス 
Nursingand"Evidence"

エビデンス、EBM(Eviden㏄ 一baseMedicine、 根拠に基づく医療)、EBN(Evidence-basedNursing、 根
拠に基づ く看護)、EBP(Evidence-basedPractice、 根拠に基づく実践)など流行語というよ りも、言葉とし





的であることを立証した人である。残念なが ら、彼の功績が認め られたのは近代になってか らである。エビデ
ンスの立証には、データで効果を見せるだけでは十分でないことは現在でもあま り変わっていない。喫煙の害
が疫学的に立証されたのは50年 以上も前であるが、タバコの製造会社が裁判で敗訴す るようになったのは







のエビデ ンスを集積 し、ガイ ドライ ンとして臨床で活用されているが、日本ではガイ ドラインの翻訳が行われ
るようになったところである。日本では、RCTそ のものが未発達であること、ケアの第三者の評価を行う文
化が存在 しなかったことなどが問題であろう。
エビデンスを検証 し集積 していくことは、保健学科の博士課程の重要な役割の一つである。しか し、保健学
科の重点化や大学の独立行政法人化 と他の課題も山済みである。日本の大学は国際的な競争力をっける必要が
あると言われているが、少ない教官 の数 と予算で米国の大学とまともに競争はできない。米国のジョージァ州
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